
ふ頭利用のエリア区分

Port of Tokyo 1

大型貨物船

中型貨物船
ﾌﾟﾚｼﾞｬｰ・ﾖｯﾄ

旅客船

資料４－３

第一航路
（水深16ｍ）

第二・第三航路
（水深12ｍ）

新規計画

新規計画

荒川河口沖
若洲海浜公園東側水域
（水深～4ｍ）

－凡例－
外貿コンテナふ頭

在来ふ頭［外貿・内貿］
（新たなニーズへの対応を含む）

旅客船ふ頭・マリーナ

内貿ユニットロードふ頭



水と緑のネットワーク （生物生息環境）

Port of Tokyo 2



東京港のゾーニング

Port of Tokyo 3

【物流機能ゾーン】
港湾荷役など物流にかかる活動の場
であり、港湾施設・倉庫などの物流
施設の利用に供するゾーン

【旅客・マリーナゾーン】
旅客船やプレジャーボート・ヨット
など、観光・レクリエーションの船の
利用に供するゾーン

【都市機能ゾーン】
臨海副都心や豊洲・晴海、運河周辺
など、業務・商業・居住機能に加え、
観光・交流機能を発揮するゾーン

【環境機能ゾーン】
人や生物に優しい環境を創出し、
人と海・港とをつなぐゾーン

※各ゾーンのポテンシャルを活かして
最先端技術の実装を推進

－凡例－
物流機能ゾーン

都市機能ゾーン
環境機能ゾーン

旅客・マリーナゾーン



（参考）東京2020大会レガシー施設の位置
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－凡例－
東京2020大会レガシー施設

船着場（既設）
船着場（検討中等）
都市機能ゾーン
環境機能ゾーン


